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筆者がしばしば聞かされることは，多数の専門学会お
よび班会議などのために次々と追い回されて身も心も休
まる時が無いということである。こうした嘆きは，一般
に臨床領域の人に多く， I朝から自分の研究ができる基
礎領域の人がうらやましい」などと言われることもあ
る。基礎医学の人聞が，毎日朝から研究に没頭できる身
分であるか否かということについてはさて置き，一体な
ぜこのように関係学会が多くなったのであろうか。要す
るにこれは，人が専門化されていくよりも学問が専門化
ないし細分化される方が一歩も二歩も早いので，結局，
一人で多数の学会に関係せざるをえなくなったように思
われる。たとえば筆者が籍を置く解剖学会でも昔に比べ
でかなり異なってきた。つまり，これまで幅をきかせて
いた肉眼および光学顕微鏡による研究のほかに電子顕微
鏡によるものが加わり， しかも単に正常な細胞組織の電
子顕微鏡像というのでは新味がなく，今や種々の実験材
料に関する報告がはやってきた。こうなってくると，肉
眼解剖に終始している人々にとっては，解剖学会よりも
共通な話題が豊富な人類学会の方が面白いかもしれな
い。他方，微細な世界を追っている人々にとっては，肉
眼解剖に興味を示すほどの余裕が無く，むしろ電子顕微
鏡学会に出席した方が実のり多いかもしれない。要する
に解剖学者同士が，研究領域の相違により，もはや互に
理解できない状態に近づきつつある。このようなことは
マンモス学会の異名がある内科ないし外科学会に所属す
る人々にとって，もっと痛切に当てはまることと思う。
さて，以上のような大勢の中にあって，もう一度反省
してみなければならないことがある。それは各大学から
発行される医学会雑誌のあり方についてである。なぜな
ら掲載された原著の多くは，内容があまりにも専門化さ
れ， しかも，むずかしく書かれすぎているのである。さ
らに悪いことに今日では多数の専門雑誌があり，それに
投稿した方が安上りで， しかも反響が大きい。そうなれ
ば各教室から報告される一級品は専門雑誌に流れ，それ
以下のものが医学会雑誌に回されてくる可能性が大とな
る。そして，医学会雑誌の位置は次第に低下する。上述
のようなことは特殊なー・二の大学の話でなく，全国的
な，あるいは多少おおげさな表現になるが世界的な傾向
であるように見える。なぜなら最近アメリカの友人から
数種の論文別刷が送られてきたが，専門雑誌に載せられ
たものに比べて医学会雑誌に投稿されたものは，内容的
に多少粗末な印象を受けたからである。すなわち，彼の
大学でも医学会雑誌は敬遠されているように見えたので
ある。ところで，上述のようなことが一般傾向であると
しても， なお少数の例外もある。その一つは Johns 
Hopkins Medical J ournalである。との雑誌には筆者
の専門に関し， しばしば一流専門雑誌のそれにまさると
も劣らぬ論文が掲載されている。そして，このような論
文に接すると，筆者もすばらしい論文を書き上げ，医学
会雑誌の品位の向上に協力していかねばならないように
思うのである。しかし，その半面，医学会雑誌がなぜ専
門雑誌と競争していかねばならないのだろうかと不思議
に思うこともある。換言すれば，医学会雑誌には別の使
命を与えるーすなわち，面白く，ためになる雑誌に体質
を変えることができないだろうかと言うことである。た
とえばこのような雑誌に Science(アメリカ)， Nature 
(イギリス)およびわが国の岩波書庖から発行されてい
る「科学」などがある。それらが対象とする領域ははな
はだ広いので， 自分の専門に関係した記事が載ることは
きわめてまれである。それにもかかわらずちょっと読み
たくなる。なぜなら専門外のことでもちょっとおもしろ
しまたためになりそうに見えるからである。さて，医
学会雑誌のあり方について以上のような二つの道がある
が，そのいずれを選ぶべきかということについて真剣に
考えねばならぬ時がきたようである。(大谷克巳〉
